
【１】次の文章を読み、後の問い（1～⓾）に答えなさい。

　前２千年紀、中国では⒜殷王朝が多数の邑を支配していた。殷自体も邑の一つであり、殷

王は自らの領域を統治しつつ、宗教的儀礼を通じた神権政治によって大小多数の邑を統率し

た。その後、殷の支配領域西部の渭水流域におこった周は、前 11世紀ごろに殷を滅ぼし、華

北を支配した。周王は一族や功臣たちを世襲の諸侯に任じて各邑を支配させ、貢納と軍役を

課した。王や諸侯に従う卿・大夫・士などの家臣にも、それぞれ地位と封土を与えられた。

周王が天命を受けた「天子」と称して全体を統合していたが、世代が下って王・諸侯の関係

が疎遠になると、各地の諸侯は独自の国家として活動するようになった。

　前 770 年、周は都を  ⒝  から東方の洛邑に移す。これ以降、周の勢力は衰え、前 221

年の秦による統一まで分裂と抗争の時代がつづいた。この時期の前半を⒞春秋時代（前 770

～前 403）、後半を⒟戦国時代（前 403 ～前 221）という。春秋時代には覇者と呼ばれる有

力な諸侯が周王にかわって諸国を束ねたが、⒠戦国時代になると、諸侯はもはや周王を無視

して次々と王を称するようになった。

　戦国時代の動乱をおさめ、最初の統一王朝となったのは秦である。秦王の政は前 221 年に

統一を果たして、王の上の君主として「皇帝」と称した（始皇帝）。⒡始皇帝は世襲に基づく

分権的な  ⒢  にかわって、中央から官僚を派遣して統治させる  ⒣  を全土に施行

した。また、中国北方で遊牧国家を築いて強大化していた  ⒤  に対抗し、戦国時代につ

くられた長城を修築した。また南方では華南を征服し、南海郡など３郡を置いた。

　しかし、性急な統一政策や土木事業の負担に対して不満がつのり、始皇帝が没すると⒥全

土で反乱が発生した。そのうち農民出身の劉邦と楚の名門出身の項羽があいついで都の咸陽

を占領し、秦は統一からわずか 15年で滅びた。項羽をたおした劉邦は前 202 年に皇帝の位

につき、咸陽南郊の長安を都として漢をたてた。漢は  ⒢  と  ⒣  を併用しつつ、

諸侯の権力削減をはかり、それに抵抗して起こった呉楚七国の乱をおさえて、前２世紀後半
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の⒦武帝のころまでに中央集権化を果たした。

1	 上の文章中の下線部分⒜の殷王朝に関して述べた次の文Ａ・Ｂの正誤の組合せとして最
も適当なものを、①～④のうちから一つ選びなさい。

Ａ　殷王朝の遺跡である殷墟からは甲骨文字資料が発見された。

Ｂ　殷王朝では高度に発達した青銅器が祭祀に用いられた。

①　Ａ－正　　Ｂ－正	 ②　Ａ－正　　Ｂ－誤

③　Ａ－誤　　Ｂ－正	 ④　Ａ－誤　　Ｂ－誤

2	 上の文章中の空欄  ⒝  にはいる適当な語を、次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。

①　開城	 ②　臨安	 ③　大都	 ④　鎬京

3	 上の文章中の下線部分⒞について、春秋時代の思想家として適当な人物を、次の①～
④のうちから一つ選びなさい。

①　李斯	 ②　孔子	 ③　王陽明	 ④　周敦頤

4	 上の文章中の下線部分⒟の戦国時代の状況について述べた文のうち、誤っているもの
を、次の①～④のうちから一つ選びなさい。

①　鉄製農具の使用が普及した。

②　牛に犂をひかせる耕作方法により、生産力が高まった。

③　青銅貨幣が用いられた。

④　景徳鎮で陶磁器が生産された。

5	 上の文章中の下線部分⒠に関して、「戦国の七雄」と呼ばれる七つの強国に入らないも
のを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。

①　金	 ②　燕	 ③　斉	 ④　趙
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6	 上の文章中の下線部分⒡の始皇帝が行ったことの説明として正しいものを、次の①～
④のうちから一つ選びなさい。

①　焚書・坑儒により思想を統制した。

②　辮髪を漢人に強制した。

③　科挙で官僚を登用した。

④　租・調・庸の税制を実施した。

7	 上の文章中の空欄  ⒢  ・  ⒣  にはいる語の組合せとして最も適当なものを、次

の①～④のうちから一つ選びなさい。

①　⒢ 郡国制　　⒣ 封建制	 ②　⒢ 封建制　　⒣ 郡県制

③　⒢ 封建制　　⒣ 郡国制	 ④　⒢ 郡県制　　⒣ 封建制

8	 上の文章中の空欄  ⒤ にはいる適当な語を、次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。

①　鮮卑	 ②　突厥	 ③　匈奴	 ④　林邑

9	 上の文章中の下線部分⒥の反乱として適当なものを、次の①～④のうちから一つ選び
なさい。

①　赤眉の乱		  ②　白蓮教徒の乱

③　陳勝・呉広の乱		  ④　三藩の乱

⓾	 上の文章中の下線部分⒦の武帝の時代の説明として誤っているものを、次の①～④の
うちから一つ選びなさい。

①　鄭和が東南アジア方面へ派遣された。

②　張騫が中央アジア方面へ派遣された。

③　塩・鉄・酒の専売が実施された。

④　均輸法や平準法が実施された。
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【２】次の文章を読み、後の問い（�～�）に答えなさい。

　第二次世界大戦中、日本に占領された東南アジアの諸地域は、植民地宗主国の支配が弱まっ

た状況を利用して、民族独立運動を大きく成長させた。1945年８月 14日に日本がポツダム

宣言を受諾して降伏し、15日に国民に明らかにすると、 ⒜  領東インドでは 17 日に 

⒝  を指導者にして⒞インドネシア共和国の成立が宣言された。フランス領インドシナ

では、９月２日に  ⒟  がベトナム民主共和国の独立を宣言した。

　大戦で疲弊した⒠イギリスでも植民地の独立の容認は避けがたかった。インドでは統一を

主張する  ⒡  ら国民会議派と、分離を求める  ⒢  ら全インド ＝ムスリム連盟が対

立したため、ヒンドゥー教徒の多いインド連邦とムスリム中心のパキスタン共和国に分かれ

て、1947 年に独立した。

�	 上の文章中の空欄  ⒜  ・  ⒝  にはいる国名と人名の組合せとして最も適当な

ものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。

①　⒜ アメリカ　　⒝ エンクルマ	 ②　⒜ スペイン　　⒝ モサデグ

③　⒜ オランダ　　⒝ スカルノ	 ④　⒜ ポルトガル　⒝ アギナルド

�	 上の文章中の下線部分⒞のインドネシア共和国について述べた次の文Ａ・Ｂの正誤の組
合せとして最も適当なものを、①～④のうちから一つ選びなさい。

Ａ　ポル ＝ポトが赤色クメールを指導した。

Ｂ　バンドンでアジア ＝アフリカ会議が開催された。

①　Ａ－正　　Ｂ－正	 ②　Ａ－正　　Ｂ－誤

③　Ａ－誤　　Ｂ－正	 ④　Ａ－誤　　Ｂ－誤

�	 上の文章中の空欄  ⒟  にはいる人名を、次の①～④のうちから一つ選びなさい。

①　ホー ＝チ ＝ミン		  ②　ケマル ＝アタテュルク

③　ファン ＝ボイ ＝チャウ	 ④　ホセ ＝リサール
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�	 上の文章中の下線部分⒠に関して、イギリスから独立したものとして誤っているもの
を、次の①～④のうちから一つ選びなさい。

①　セイロン	 ②　ビルマ	 ③　マラヤ連邦	 ④　ラオス

�	 上の文章中の空欄  ⒡  ・  ⒢  にはいる人名の組合せとして最も適当なものを、

次の①～④のうちから一つ選びなさい。

①　⒡ ジンナー　　⒢ ネルー	 ②　⒡ ネルー　　　⒢ ジンナー

③　⒡ ガンディー　⒢ ティラク	 ④　⒡ ティラク　　⒢ ガンディー
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【３】次の文章を読み、後の問い（�～�）に答えなさい。

　魏晋南北朝時代の中国では、インドから中国にもたらされた⒜仏教が広まり、それに刺激

されて道教が成立した。道教は中国に古くからある民間信仰と神仙思想に、⒝道家の説を取

り入れてできたものである。北魏では道士の  ⒞  が教団をつくって太武帝に信任され、

仏教に対抗した。

　仏教は外来宗教であることから批判もうけ、たびたび廃仏事件も起こった。一方で⒟仏教

の持つ整然とした経典・教義・教団組織は、⒠儒教（儒学）・道教にも経典の整備や教義の体

系化、教団の組織化をうながしたのである。

�	 上の文章中の下線部分⒜の仏教に関連して述べた次の文Ａ・Ｂの正誤の組合せとして最
も適当なものを、①～④のうちから一つ選びなさい。

Ａ　北魏時代には雲崗に石窟寺院がつくられた。

Ｂ　仏教僧侶の玄奘は日本にわたった。

①　Ａ－正　　Ｂ－正	 ②　Ａ－正　　Ｂ－誤

③　Ａ－誤　　Ｂ－正	 ④　Ａ－誤　　Ｂ－誤

�	 上の文章中の下線部分⒝の道家の思想家として適当な人物を、次の①～④のうちから
一つ選びなさい。

①　荘子	 ②　韓非子	 ③　荀子	 ④　墨子

�	 上の文章中の空欄  ⒞  にはいる適当な人名を、次の①～④のうちから一つ選びな

さい。

①　王安石	 ②　司馬光	 ③　王羲之	 ④　寇謙之
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�	 上の文章中の下線部分⒟に関連して述べた文のうち誤っているものを、次の①～④の
うちから一つ選びなさい。

①　インドのアショーカ王は仏典の結集を行った。

②　大乗仏教は中央アジアから中国・日本に影響を与えた。

③　法顕はインドで仏教を学んで、中国に戻った。

④　南詔では木版印刷の大蔵経が出版された。

�	 上の文章中の下線部分⒠の儒教（儒学）に関連して述べた次の文Ａ・Ｂの正誤の組合せ
として最も適当なものを、①～④のうちから一つ選びなさい。

Ａ　儒教（儒学）の官学化は唐代の董仲舒によって進められた。

Ｂ　唐代に孔穎達が『五経正義』をまとめた。

①　Ａ－正　　Ｂ－正　　　　②　Ａ－正　　Ｂ－誤

③　Ａ－誤　　Ｂ－正　　　　④　Ａ－誤　　Ｂ－誤
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【４】次の文章を読み、後の問Ａ・問Ｂ（�～�）に答えなさい。

　⒜ポルトガルの商人は、15世紀の初め頃から、すでにアフリカ西岸の探検に乗り出してい

たが、この活動は「航海王子」 ⅰ  の奨励によりおおいに進んだ。 ⅱ  がアフリカ

南端の喜望峰に達したのち、 ⅲ  はこの岬を迂回してインド洋を横断して、1498 年、

インド西岸のカリカットに到達した。

　競争相手のポルトガルに一歩出遅れた⒝スペインでは、⒞1492 年、フィレンツェの天文

学者の説を信じた  ⅳ  が、70余日の困難な航海の末、カリブ海に浮かぶサンサルバド

ル島に到着した。その後、ポルトガル人  ⅴ  はブラジルに漂着し、この地をポルトガル

領とした。イタリア人アメリゴ ＝ヴェスプッチの南アメリカ大陸への探検によって、この地

がアジアとは別の大陸であることがあきらかになった。

　16世紀の初め、スペインの王室がアメリカ大陸の各地方に送り込んだ軍隊の指導者をコン

キスタドールといい、彼らは⒟古い文明をもつインディオの諸王国を滅ぼした。このような

大航海時代の到来は、世界の一体化をもたらした。⒠ヨーロッパ商業は世界的な広がりをも

つようになり、すでにめばえはじめていた資本主義経済の発達をうながしたが、ラテンアメ

リカからの大量の銀の流入は、ヨーロッパに物価騰貴をもたらした。

問Ａ　�上の文章中の  ⅰ  ～  ⅴ  にはいる適当な語句を、下のそれぞれ①～④のう

ちから一つずつ選びなさい。

�	 ⅰ 	 ①　ジョアン	 ②　エンリケ

		  ③　フェリペ	 ④　エドワード

�	 ⅱ 	 ①　カボット	 ②　イブン ＝ハルドゥーン

		  ③　アムンゼン	 ④　バルトロメウ ＝ディアス

�	 ⅲ  	 ①　バルボア　	 ②　イブン ＝バットゥータ

		  ③　マルコ ＝ポーロ	 ④　ヴァスコ ＝ダ ＝ガマ
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�	 ⅳ 	 ①　スタンリー	 ②　マゼラン

		  ③　コロンブス	 ④　ラス ＝カサス

�	 ⅴ 	 ①　カブラル	 ②　グーテンベルク

		  ③　コシューシコ	 ④　リヴィングストン

問Ｂ　上の文章中の下線部分⒜～⒠について、下の設問に答えなさい。

�	 上の文章中の下線部分⒜のポルトガルについて述べた文として正しいものを、次の 
①～④のうちから一つ選びなさい。

①　16世紀中ごろ、マカオに居住権を獲得した。

②　17世紀後半、インドのポンディシェリに貿易拠点を置いた。

③　18世紀中ごろ、カーナティック戦争でフランスと戦った。

④　19世紀後半、国内でドレフュス事件が発生した。

�	 上の文章中の下線部分⒝のスペインについて述べた文として誤っているものを、次の 
①～④のうちから一つ選びなさい。

①　カスティリャ王国とアラゴン王国が統合して成立した。

②　マニラを拠点にアジア貿易を展開した。

③　日本に使節ラクスマンを派遣した。

④　人民戦線政府に対し、フランコが反乱をおこした。

�	 上の文章中の下線部分⒞の 1492 年と同じ年代におきた出来事を、次の①～④のうち
から一つ選びなさい。

①　イギリスでワット ＝タイラーの乱が起こった。

②　ルターが「九十五カ条の論題」を発表した。

③　イギリスでピューリタン革命が起こった。

④　イベリア半島の国土回復運動（レコンキスタ）が成し遂げられた。
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�	 上の文章中の下線部分⒟の諸王国の内容について述べた次の文Ａ・Ｂの正誤の組合せと
して最も適当なものを、①～④のうちから一つ選びなさい。

Ａ　メキシコ高原に発展したアステカ王国は、コルテスに滅ぼされた。

Ｂ　アンデス地域では、キープ（結縄）を用いるインカ帝国が発展した。

①　Ａ－正　　Ｂ－正	 ②　Ａ－正　　Ｂ－誤

③　Ａ－誤　　Ｂ－正	 ④　Ａ－誤　　Ｂ－誤

�	 上の文章中の下線部分⒠について、大航海時代がヨーロッパに与えた影響について述べ
た次の文Ａ・Ｂの正誤の組合せとして最も適当なものを、①～④のうちから一つ選びな

さい。

Ａ　�ヨーロッパにおける遠隔地貿易の中心は、大西洋から地中海をのぞむ国々へ移動し

た。

Ｂ　この物価騰貴は価格革命とよばれ、固定地代の収入で生活する領主は打撃をうけた。

①　Ａ－正　　Ｂ－正	 ②　Ａ－正　　Ｂ－誤

③　Ａ－誤　　Ｂ－正	 ④　Ａ－誤　　Ｂ－誤
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【５】次の文章を読み、後の問Ａ・問Ｂ（�～�）に答えなさい。

　植民地人口の増大や経済の発展は、イギリス本国の重商主義政策による規制を強化するこ

とになった。イギリス本国は、この政策により植民地の商工業の発展をおさえようとして、

⒜フレンチ ＝インディアン戦争の終結後に財政難を理由に植民地の支配強化をはかった。そ

れに対し植民地側の不満は高まり、印紙法に対しては、「  ⅰ  」という主張がとなえら

れた。さらに 1773 年の茶法に対する住民の反発が  ⅱ  茶会事件に発展すると、植民地

側の本国に対する反抗運動はますますさかんになり、イギリスは  ⅱ  港を閉鎖するなど

の強硬な姿勢をとった。

　植民地側は大陸会議を開いて本国に抗議したが、1775年に⒝独立戦争が勃発した。植民地

側は  ⅲ  を植民地軍総司令官として戦い、1776 年７月４日、13の植民地は  ⅳ  

で⒞独立宣言を発表した。

　独立軍は当初苦戦を強いられたが、イギリスと対立していた⒟フランスやスペインが参戦

し、北欧諸国が⒠武装中立同盟を結成すると、次第に優勢へと転じた。そしてヨークタウン

の戦いを最後にイギリスは敗れ、独立戦争は終結した。この結果を受けてイギリスは、1783

年の  ⅴ  でアメリカ合衆国の独立を承認した。

問Ａ　�上の文章中の  ⅰ  ～  ⅴ  にはいる適当な語句を、下のそれぞれ①～④のう

ちから一つずつ選びなさい。

�	 ⅰ 	 ①　君主は国家第一の僕		  ②　王は君臨すれども統治せず

		  ③　都市の空気は自由にする	 ④　代表なくして課税なし

�	 ⅱ 	 ①　リヴァプール		  ②　ロンドン

		  ③　ヴァージニア		  ④　ボストン

�	 ⅲ 	 ①　ワシントン		  ②　リンカン

		  ③　ジョゼフ ＝チェンバレン	 ④　フランクリン ＝ローズヴェルト

25
◆A1−W



�	 ⅳ 	 ①　ニューヨーク		  ②　ニューファンドランド

		  ③　フィラデルフィア		  ④　ケベック

�	 ⅴ 	 ①　ユトレヒト条約		  ②　パリ条約

		  ③　ウェストファリア条約		  ④　ヴェルサイユ条約

問Ｂ　上の文章中の下線部分⒜～⒠について、下の設問に答えなさい。

�	 上の文章中の下線部分⒜のフレンチ ＝インディアン戦争の結果、イギリスが獲得した領
土として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。

①　ジブラルタルとミノルカ島　　　　②　ボスニアとヘルツェゴビナ

③　アカディアとハドソン湾地方　　　④　カナダとミシシッピ川以東のルイジアナ

�	 上の文章中の下線部分⒝の独立戦争について述べた次の文Ａ・Ｂの正誤の組合せとして
最も適当なものを、①～④のうちから一つ選びなさい。

Ａ　独立戦争中に合衆国憲法が制定され、大統領が戦争を主導した。

Ｂ　レキシントンとコンコードでの武力衝突がきっかけとなった。

①　Ａ－正　　Ｂ－正　　　　②　Ａ－正　　Ｂ－誤

③　Ａ－誤　　Ｂ－正　　　　④　Ａ－誤　　Ｂ－誤

�	 上の文章中の下線部分⒞の独立宣言について述べた次の文Ａ・Ｂの正誤の組合せとして
最も適当なものを、①～④のうちから一つ選びなさい。

Ａ　トマス ＝ジェファソンらが起草した。

Ｂ　圧政への抵抗権を主張したロックの思想を参考にした。

①　Ａ－正　　Ｂ－正　　　　②　Ａ－正　　Ｂ－誤

③　Ａ－誤　　Ｂ－正　　　　④　Ａ－誤　　Ｂ－誤
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�	 上の文章中の下線部分⒟の 18世紀のフランスに関して述べた文として誤っているもの
を、次の①～④のうちから一つ選びなさい。

①　プラッシーの戦いでイギリスに敗れた。

②　スペイン継承戦争を戦い、ブルボン家のスペイン王位継承を認めさせた。

③　パリ市民によってバスティーユ牢獄が襲撃され、フランス革命が勃発した。

④　東インド会社が設立され、アジア貿易が活発となった。

�	 上の文章中の下線部分⒠について、この同盟の結成を提唱した人物を、次の①～④の
うちから一つ選びなさい。

①　エカチェリーナ 2世	 ②　ナポレオン 1世

③　チャールズ 1世		  ④　ピョートル 1世
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入試年度 ： 2024

入試種別 ： 一般選抜

前期日程　1日目

科　　目 ： 世　界　史

問№ 解答番号 問№ 解答番号

1 1 26 1

2 4 27 3

3 2 28 4

4 4 29 1

5 1 30 3

6 1 31 4

7 2 32 4

8 3 33 1

9 3 34 3

10 1 35 2

11 3 36 4

12 3 37 3

13 1 38 1

14 4 39 4

15 2 40 1

16 2

17 1

18 4

19 4

20 3

21 2

22 4

23 4

24 3

25 1

【解　答　例】


